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確にとって密封して滅菌し，10％ゼラチンならびに0．05

N－HCIもアンプ゜ルに封入して滅菌した．

　〔実際の使用法〕

　①Aに1131nを無菌的に（Sterile　Generatorより）

約5mlとり，この液を5mlの注射筒で5ml　Bに加え
る．

　⑤　Bを75°C15分間加温する．

　⑤　滅菌ゼラチン1mlを加える．

　④滅菌塩酸（0．05N）O．　5mlを加える．

　この方法は全体の誤差の範囲が約±10％以下の場合に

成立し，Kitの試薬が正確であればAバイアルに入れ

る1131n溶液の量ならびにBバィアルに加えるA液

の量に多少の誤差があってもきわめて簡単に調製が可能

である．

　　　　　　　　　　　　＊

110．　i131nの体内分布に及ぼすpHの影響

渡辺克司　く放射線科〉

河野義明　く薬剤部〉

　　　（九州大学）

　1i”・lnは，そのすぐれた物理的性質ゆえに今後とも広

く使用されるものと考えられる．しかし，ユユ31nを各種

の臓器　スキャンに利用するためには，ゼネレーターよ

りえられた溶出液に化学的操作を加えて化合物を作成し

なければならない．心プールスキャン，肝スキャン用の

1131nは，ほぼ同一の製法にて，単にpHを変えること

によって作られる．また，肺スキャンにも使用できると

の報告もある．単にpHを変えることによって，これら

の臓器のスキャ、ンが可能な程度の分布がえられるか，ま

た，pHの調整はどの程度，厳密でなければならないか

について実験的に検討した．

　〔方法〕　1群5匹のマウスを使用．溶出液のpHを

2・5から12．5まで変化せしめて，各pHにおける体内分

布を調らべた．113mInの調整法は次の通りである．0．04

N塩酸5mlにて溶出せしめ，10％NaC10．6ml，10％

ゼラチン／mlを加え，2％NaOHおよび0．1％NaOH

にてpHを調整した．　体内分布は静注後時間目に調ら

べ，加熱した場合としない場合の両者について検討した．

89

　〔結果〕

①肺への分布はpH　2，5からpH　10．5の範囲にて2

程度であり，pH　11．5にて5加熱した場合に10％であ

り，肺スキャンへの応用は困難であると思われる．

②　pH　2．5～3．5にて血液への分布が高く，心フ’・一一ルス

キャンを行ないうる．pH　5．5を越えると肝への分布が

多くなる．

③pH　8．5～9．5にて80％は肝に集積，良好な肝スキャ

ンを行ないうる．pH7．5～10．5にても50％以上の肝への

集積を示した．加熱操作を加えた方が，より肝に高率に

集まった．

　　　　　　　　　　　　＊

111，　燃焼法による生物試料中35Sの

　　　測定の検討

高松政利　〈RI研究室〉

八島啓輔　奥田邦雄　く奥田内科〉

　　　（久留米大学）

　生物試料中のソフトβの液体シンチレーションカウ

ンターによる測定では，試料のシンチレーターへの不溶，

クエンチング，低放射能の場合には，多量の測定に供す

ることが，要求されるなどの多くの制約があり，燃焼以

外に良い試料調製法がない．i4C，3Hの燃焼法はこの点，

かなり確立されているが，35Sについては十分でない．

　われわれは，　市販の燃焼フラスコ　500mlを用い，

Kalbererらの報告に基づき，　安価に手にはいるエタノ

ー ルアミンを使った燃焼法による35S測定の検討を行な

った．

　3sS－thiamine－Hclを用い，吸着液濃度，およびs．品質，

完全燃焼可能重量，吸着所要時間，乾燥方法等の各条件

について検討し，　（燃焼法によりえた値／直接溶解によ

りえた値）×100％の値，即ち，回収率をそれぞれに求め

た．14Cの燃焼法のごとく100％近くの回収率はえられ

なかったが，燃焼法によりえた値と直接溶解にえた値の

間には，直線的関係がえられ，それぞれ試料の形状によ

り決まる．係数を用いることで，生化学的研究に使用で

きることを明らかにした．

　　　　　　　　　　　　＊
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